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市政だより
人口の動き 法律相談日

8月1日現在前月比 9月16日(木〉
人口 56，679+10411 

11 9時30分'"15時
男 27，334+ 70 11 
女 29，345 +34 11市役所市民相談室

世帯数14，643+18 11 :お 気軽にどうぞ
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元気に朝のラジオ体操 清和園にて

いつまでもお気気で

9月15日は 『敬老の日』です。市立清和国

では、お年寄りのかたがたが、きょうも元気に

ラジオ体操をして、すがすがしい朝をむかえて

おります。

それぞれのご家庭でも、お年寄りのかたがた

へ、ごちそうや、サービスをされる乙とでし ょ

つ。

乙の日を機会に、何かたのしみになる贈り物

とか、作るよろ乙びを持たせるものなど考えて

選んで差しあげ、いつまでもお元気で長生き し

ていただきたいものです。
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話器

議題

お
年
寄
り
に

敬
老
金

目2

老

人

福

祉

週

間

市
で
は
本
年
九
月
十
五
日
現
在

八
十
才
か
ら
八
十
九
才
ま
で
の

で
、
市
内
に
一
年
以
上
居
住
し

者

五
千
円
。
九
十
才
以
上
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

者

一
万
円
。

る
七
十
五
才
以
上
の
方
に
次
の
と

支
給
期
間

九
月
十
六
日
か
ら

お
り
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。

十
二
日
ま
で
。

該
当
さ
れ
る
方

支
給
金
額

七
十
五
才
か
ら
七

に
は
支
給
日
を
お
知
ら
せ
い
た

十
九
才
ま
で
の
者

三
千
円
。

し
ま
す
の
で
、
そ
の
通
知
書
と

⑤ 

公

園

や

遊

園

印
鑑
を
ど
持
参
の
う
え
指
定
の

場
所
で
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

乙
の
ほ
か
に
、
敬
老
行
事
と
し

ま
す
。

て
次
の
よ
う
な
-
奉
仕
が
行
な
わ
れ

記
念
写
真
の
贈
呈

六
日
か
ら
本
年
九
月
十
五
日
ま

昨
年
九
月
十

で
の
聞
に
九
十
才
に
な
ら
れ
た

贈
呈
し
ま
す
。

方
に
は
額
縁
入
り
記
念
写
真
を

入
浴
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
特
別
奉
仕

移動型X線テレビっき手術台

救急医療センター開設

地

は

わ

た

国立大村病院く

し

た
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
の
問
、

浴
場
組
合
で
は
七
十

才
以
上
の
方
に
入
浴
料
の
無
料

奉
仕
u

第
一

誠
灸
按
師
会
で
は

八
十
才
以
上
の
方
に
マ

ッ
サ

l

ジ
の
半
額
奉
仕
。
但
し
一
人
一

回
だ
け
。

な
お
特
別
奉
仕
券
は
、
町
務
連

絡
員
を
通
じ
て
配
付
い
た
し
ま
す

が
、
福
祉
事
務
所
に
も
備
え
て
お

り
ま
す
。

救
急
指
定
病
院
に
つ
い
て
は
、

夜
間
常
時
の
医
師
、

看
護
婦
等
の

確
保
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
か
か

え
て
い
ま
す
が
、

厚
生
省
と
し
て

は
、
こ
の
た
め
従
来
の
救
急
指
定

病
院
を一

歩
前
進
さ
せ
、
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
を
昭
和
田
十
二
年
度

よ
り
毎
年
七
カ
所
全
国
各
地
の
国

立
病
院
に
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

九
州
で
も
す
で
に
福
岡
、
小
倉

別
府
、
熊
本
ぷ
設
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
乙
の
設
置
基
準
は
き
び
し
く

対
象
人
口
約
百
万
人
に
一
カ
所
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、

長
崎
県
は
地

形
が
複
雑
な
乙
と
、

離
島
の
救
急

医
療
を
か
か
え
て
い
る
乙
と
な
ど

よ
り
今
年
四
月
一
日
本
院
に
設
置

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
救
急
医
療
セ

ン
7
1
は、

ち

の

財

主
に
交
通
事
故
等
に
よ
る
外
傷
患

者
を
対
象
に
し
、
乙
の
た
め

X
線

技
師
・
看
護
婦
の
増
員
お
よ
び
医

棒、機
械
手
数
百
万
円
の
予
算
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
院
内
の
多

く
の
診
療
科
や
薬
局
(
輸
血
セ
ン

タ
ー
)
検
査
等
関
連
各
部
門
と
協

力
し
て
救
急
医
療
を
行
な
え
る
体

制
を
整
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
本
院
で
は
昨
年
夏
す
で
に
、

救

急
医
療
や
整
形
外
科
等
の
た
め
、

写
真
の
移
動
型
手
術
用
X
線
テ
レ

ビ
装
置
(
本
県
で
は
唯

て

深
部

の
骨
折
や
異
物
の
除
去
な
ど
手
さ

ぐ
り
で
な
く
テ
レ
ビ
透
視
を
し

な
が
ら
手
術
で
き
る
)
な
ど
を
購

入
し
て
き
ま
し
た
が
、
念
願
の
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り

医
療
担
当
者
と
医
療
機
械
設
備
の

い
っ
そ
う
の
充
実
を
は
か
り
、
市

民
の
皆
様
の
ど
期
待
に
こ
た
え
ま

す。

清

和

国

f¥ 

ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
杭
出
津
住
宅
四
区
江
崎
隆
、

一
万
円

。
竹
松
婦
人
会
、
三
千

百
円
、
タ
オ
ル
四
十
一

枚
、
カ
ツ

e窪

で
す
。

ト
タ
オ

ル一

巻
、
ぞ
う
き
ん
百
枚

。
武
部
郷
原
本
初
夫
、
み
か
ん

d

十
二
キ
ロ

O
東
京
都
高
崎
宗
法、

宗
教
本

一
冊

。
中
諏
訪
本
山
ツ

ル
、
衣
類

。

国

立
大
村
病
院
看

護
学
院
二
年
生
六
名
、
演
芸
慰
問

。
鈴
田
婦
人
会
、
二
千
円
、
花

類、

演
芸
慰
問

。

一
ノ
郷
福
田

順
次
郎
ほ
か
十
名
、
毛
糸
編
物
肩

掛
け
ほ
か
三
十
六
点

。
本
町
内

田
一
郎
、
み
か
ん
二
十
キ
ロ
、
バ

ナ
ナ
九
キ
ロ

O
竹
松
岩
添
光
治

二
千
円

。
玖
島
郷
小
野
ハ
ツ
、
不

一
万
円

。
糧
友
パ
ン
会
社
パ
ン

五
・
ニ
キ
ロ

O
中
央
婦
人
会
チ

リ
紙
五

・
三
キ
ロ

O
西
本
町
岩

永
満
子
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
十
八
本

菓
子
チ
リ
紙
三
十
二
袋

O
諏
訪

町
吉
田
ヱ
チ
代
、
わ
か
め
三
百
グ

ラ
ム

O
本
小
路
園
田
清
人
、
冷

む
ぎ
三
キ
ロ

O
ユ
l
ス
ク
ラ
ブ

ぞ
う
き
ん
二
十
六
枚
、

タ
オ

ル
三

枚
。
大
村
農
協
、
雑
誌
二
冊

。
竹
松
永
尾
五
平
、
七
万

円

。

池
田
住
宅
西
野
竹

て

平

円

。

諏
訪
町
寺
坂
光
子
、
干
円

。
鈴

田
富
崎
八
重
光
、
干
円

。
杭
出

津
佐
古
亮
尊
、
菓
子
三
十
五
袋

。
池
田
住
宅
田
下
美
根
子
、
清
酒

一
本
、
ヤ
ク
ル

ト
四
十
本

O
諏

訪
町
森
晃
ラ
ム
、
不
四
十
本

O
諏

訪
町
溝
上
太
久
馬
、
福
引
景
品
二

十
五
組
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りおおむ

心

身

障
⑥ 

み

ん

な

で

た

せ

害
者
に

あ
た
に
か
い
職
場
を

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

乙
の
運
動
は
、
人
手
不
足
の
昨

今
に
お
い
て
も
、
身
体
的
に
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
い
る
人

た
ち
の
就
職
が
き
わ
め
て
困
難
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
な

市政だより

写真コンクールコ

「簡易保険の働きと

(3) 

簡
易
保
険
事

業
は
、
国
民
の

経
済
生
活
の
安

定
と
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
創
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。
乙

の
簡
易
保
険
の

積
立
金
は
、
大

村
市
に
も
融
資

さ
れ
て
お
り
、

学
校
、
公
営
住

宅
等
の
建
設
に

使
わ
れ
、
み
ん

な
の
暮
し
を
よ

り
豊
か
に
す
る

い
心
身
障
害
者
の
社
会
へ
の
復
帰

に
つ
い
て
、
事
業
主
を
は
じ
め
関

係
各
方
面
の
暖
か
い
理
解
と
協
力

を
積
極
的
に
お
願
い
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

た
め
役
立
っ
て
い
ま
す
。
郵
政
省

で
は
九
月
一
日
か
ら
新
し
く
学
資

保
険
と
祝
盆
っ
き
長
生
き
保
険
の

二
種
類
を
発
売
す
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
簡
保
資
金
融
資

施
設
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
次
の
と

お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

題
材
写
真
の
一
部
に
融
資
施
設

が
入
っ
て
い
る
も
の
(
最
近
で
き

た
学
校
、
公
営
住
宅
、
児
童
公

園
)
作

品

規

格

カ

ラ

l
(
ス
ラ
イ
ド

∞
∞
喜
以
上
)
白
黒
(
キ
ヤ
ビ
、
不

判
以
上
)

締
切
九
月
三
十
日

送
付
先
大
村
郵
便
局
保
険
課

※
く
わ
し
く
は
大
村
局
保
険
課
へ

つ
昭
和
三
十
五
年
、
身
体
障
害
者

の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
身
体

障
害
者
雇
用
促
進
法
が
制
定
さ
れ

官
公
庁
、
民
間
事
業
所
に
一
定
の

心
身
障
害
者
の
雇
用
率
を
義
務
づ

け
た
雇
用
率
が
定
め
ら
れ
て
か
ら

十
年
余
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
、

そ
の
雇
用
状
況
は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
最
近

交
通
災
害
や
公
害
等
に
よ
り
、
身

体
障
害
者
も
次
第
に
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

若
年
労
働
者
が
年
力
減
少
し
、

人
手
不
足
は
日
増
し
に
深

刻
の
度
を
ま
し
て
い
る
今

目
、
身
体
障
害
者
が
も
っ

て
い
る
、
不
と
う
不
屈
の

精
神
と
残
存
能
力
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
国
の
身
体
障
害
者
雇

用
奨
励
金
制
度
お
よ
び
雇

用
促
進
融
資
制
度
を
は
じ

め
と
す
る
諸
援
護
制
度

も
、
積
極
的
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く

の
心
身
障
害
者
が
社
会
復

帰
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

た

じ

ま

し

よ

つd 

戦
後
の
日
本
は
、
平
均
寿
命
の

伸
び
が
著
し
く
、
全
人
口
に
占
め

る
老
人
の
割
合
が
し
だ
い
に
高
く

な
り
つ
つ
あ
り
、
老
人
問
題
が
大

き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。そ
こ
で
老
人
と
扶
養
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

法
律
の
た
て
ま
え
は
、
生
活
が

苦
し
く
、
扶
養
を
必
要
と
す
る
者

が
い
る
場
合
は
、
ま
ず
そ
の
者
の

親
族
が
扶
養
の
義
務
を
負
い
、
そ

れ
で
足
り
な
い
場
合
は
、
こ
れ
を

補
う
も
の
と
し
て
生
活
保
護
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

法
律
で
扶
養
の
義
務
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
子
供
や
孫
、
あ
る
い

は
兄
弟
姉
妹
は
、
自
分
が
そ
の
地

位
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
し
、
な

お
余
裕
が
あ
る
と
き
に
は
じ
め
て

現
実
に
扶
養
の
義
務
を
負
う
乙
と

に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
者
は
扶
養
能
力
が
あ
る

限
り
、
長
男
で
あ
ろ
う
と
次
男
で

あ
ろ
う
と
、
ま
た
嫁
に
行
っ
た
娘

で
あ
ろ
う
と
当
然
に
扶
養
の
義
務

を
負
い
ま
す
が
、
乙
れ
ら
以
外
の

者
で
も
三
親
等
内
の
親
族
、
た
と

え
ば
老
人
の
お
い
、
め
い
な
ど
も

(
市
民
運
動
推
進
協
議
4
司

γ

家
庭
裁
判
所
が
特
別
の
事

情
が
あ
り
、
相
当
と
認
め

る
と
き
は
扶
養
の
義
務
を

負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
方
法
で
、
ど
の
よ

羊
~耳与扶と人老

う
な
内
容
の
扶
養
を
す
る

か
な
ど
に
つ
い
て
は
、

関

係
者
が
協
議
し
て
決
め
る

わ
け
で
す
が
、
協
議
が
で

き
な
い
場
合
は
申
し
立
て

に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
決

め
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
で
は
枝
養
の
申
し

立
て
が
あ
り
ま
す
と
、
一
般
に
、

ま
ず
調
停
を
聞
い
て
関
係
者
の
言

い
分
や
意
見
を
よ
く
聞
き
、
感
情

の
も
つ
れ
な
ど
が
あ
れ
ば
こ
れ
を

と
き
ほ
ぐ
し
、
あ
る
い
は
必
要
に

応
じ
て
福
祉
施
設
な
ど
の
関
係
機

関
と
も
連
絡
し
て
、
お
互
い
に
納

得
の
い
く
解
決
が
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
も
し
調
停
で
適

切
な
解
決
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は

審
判
手
続
に
移
し
、
い
ろ
い
ろ
詳

し
く
調
査
し
、

適
切
な
扶
養
の
方

法
や
扶
養
料
を
算
定
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

世
の
中
の
変
化
に
伴
う
人
口
の

都
市
集
中
化
、
親
子
中
心
か
ら
夫

婦
中
心
と
の
考
え
方
の
変
化
、
子

供
の
扶
養
能
力
の
低
下
、
住
宅
難

な
ど
の
理
由
か
ら
老
い
た
親
と
の

別
居
が
ふ
え
、
ま
た
、
扶
養
に
関

す
る
争
い
も
ふ
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
と
の
よ
う
に
親
族
間
で

争
い
が
生
じ
た
場
合
は
、
争
い
が

こ
じ
れ
な
い
う
ち
に
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
家
庭
裁
判
所
を
利
用
し

て
、
健
全
な
親
族
関
係
を
回
復
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

(
長
崎
家
庭
裁
判
所
大
村
支
部
)
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市政だより

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
の

予

防

接

種

対
象
者

①
第

一
期
の
も
の
(
初

回
免
疫
者
)
生
後
三
ヶ
月
以
上
た

っ
た
者
で
、
ま
だ
初
回
免
疫
接
種

が
完
了
し
て
い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
わ
追
加
免
疫
者
)

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、

か
ら
一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
こ
の
期
聞
に
接
種
が
で
き

百日ぜき、ジフテリア、破傷風

名 日

10月5日
(火〕

予防接種実施日程表

種接

9月13日
(月〉

な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領

①
第

一
期
の
も
の
、

週
間
お
き
に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
。
い
ず
れ
か
の

日
に
一
回
接
種。

禁
忌
者

か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
線
リ
ン

パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
方
は
、

接
種

前
に
医
師
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
実
施
日

左
記
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か

一
年

ら
午
後
三
時
ま
で
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ロH6ω 
月
O

A
U
 

4
1
4
 

10月8日
1 (金)

10月7日
(木)

9月14日
(火)

9月16日
(木〉

9月17日
(金)

t . ， 
J 

，P 

日 |住所 |診療科 目 |医 院 名 |電話

東本町内 科 藤井医 院 3878
乾馬場内 科目中医 院 2724
5日杭出津外 科 佐 藤 医 院 3070: 
原口産婦人科 桝 本医 院 8355

東三域 内 科岡 医 院 3000: 
12日 松並町 産 婦人科後 藤医院 6015・j 
萱瀬 内 科沢 田 医 院萱瀬603:

|寸 婦人1- 1 27;19 武部郷 皮 フ 科 佐伯皮 フ科 4330
日 西三域外 科 中 島 外科 3875
ーノ郷 内 科毛利 医院 8517

玖島町内 科寺 井 医 院 3574
東本町 眼 科楠 木 眼科 271]
26 日東三域 内 科琴尾 医院 2056: 
一ノ郷 外 科 渡 辺医院 8546 : 

第

問

団

長
崎
県
美
術
展
覧
会

作

品

募

集

会
場

長
崎
県
立
美
術
博
物
館

2 
市役所

萱瀬出張所

諏訪公民館

三浦診療所

鈴田出張所

i 竹松本町公

m~tB~所 一­
l市立病院

会
期
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
十
日
間
、

午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で

出
品
申
込
と
搬
入

期
間
は
九
月
七
日

t
九
日

場
所
は
県
展
事
務
局

出
品
料

一
点
に
つ
き
五
百
円

搬
出

選
外
作
品
は
九
月
十
七
日

お
よ
び
十
八
日
県
展
事
務
局
で

審
査

九
月
十
日
t
十

一
日

発
表

九
月
十
四
日

表
彰
式

九
月
二
十
六
日

/冶

県
展
事
務
局

物
館
内

そ
の
他
申
込
と
搬
入
で
一

括
取

扱
い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
九
月
七

日
の
午
後
五
時
ま
で
市
中
央
公
民

館
へ
持
参
く
だ
さ
い
。
以
後
は
受

付
け
ま
せ
ん
。

な
お
要
項

・
出
品
票
な
ど
く
わ

し
い
乙
と
は
、
市
社
会
教
育
課
ま

た
は
市
美
術
協
会
へ
。

長
崎
県
立
美
術
博

胃
の
集
団
検
診

対
象
者

三
十
五
才
以
上
の
人

料
金

四
百
円

検
診
方
法

胃
の
集
団

検
診

車

「
つ
ば
き
号
」
に
よ
る

X
線

の

間
接
撮
影
検
査

申
し
込
み
方
法
九
月
十
五
日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
世
帯
主
名
を
記
入

の
乙
と
)
ま
た
は
電
話
で
衛
生

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
日

九
月
下
旬
の
予
定

場

所

大

村
保
建
所

な
お
、
く
わ
し
く
は
衛
生
課

へ

九

月

の

妊
婦
及
び
乳
幼
児
検
診

実施月日 場 所 時 間 備 考

9月8日 三浦診療所 9:30........11:00 

9月9日 萱瀬出張所 13:30........15:00 乳の幼み児検診

9月10日 竹松出張所 193:13U0~~1151::000 0 乳の幼み児検診

9用14日 鈴田出張所 9: 30........11: 00 

9月17日 松原出張所 9:30-11:00 

9月21日 福重出彊所 9:30........11:00 

九
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

会
六
日
か
ら
十
一
日
ま
で

A
V
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で

A
V
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

令
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で

運
転
者
講
習
会

地町 講習会場 l実施月日l時 間|
西大村大村市民会館 9/16C木)119:00........21:00
中央向上 17C金)1
鈴 田 鈴田小学校体育館 18C土) 11 

三 浦 日 泊 公民 館 20C月) 11 

竹 松 曇天神社会館 21C火〕 。

堂主帯~ !*重ーt萱 瀬探育所 22(7.1<) 
11 

郡中体 育館 23C木) 庁

松 原小学校 25(土〉 11 

大
村
史
話
を

遠
藤
周
作
が
劇
曲
化

演
劇
『
黄
金
の
国
』

九
月
四
日
(
土
)

午
後
一

時
三
十
分
か
ら

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

大
村
市
民
会
館

一
般

三
百
五
十
円

学
生
二
百
円

当
日
会
館
入
口
に
で
も
発
売
し

て
お
り
ま
す
。

と

き

と
乙
ろ

1・


